
世
曹
或
る
時
は
顕
在
解
合
、
成
る
時
は
腹
か
抱
へ
、
或
る
時
は
随
喜
L
、
或
る

時
は
紳
々
し
さ
に
打
ト
ト
れ
観
者
一
一
一
百
除
名
に
達
し
・
和
気
霧
々
の
径
に
蔦
歳

三
唱

L
て
散
曾
du
’
し
ぼ
十
二
時
、
憶
能
障
例
倶
に
法
盆
深
大
な
り
し
骨
同
日
の
降

誕
曾
ょ
。

圃
富
士
五
山
静
岡
地
方
修
皐
族
行
記

五
月
二
十
五
日
．
此
日
犬
養
く
晴
る
、
四
山
の
高
嶺
淡
霧
に
封
ぜ
ら
れ
四

河
の
流
れ
滑
h
q

一
安
あ
り
、
東
天
示
に
白
ま
ず
、
山
風
蓬
々
山
風
気
骨
に
徹
す
る

頃
、
吾
組
山
鍵
見
旋
行
隊
出
り
一
一
行
は
会
員
三
十
五
名
、
関
本
敬
一
政
悶
附
中
村

の
両
先
生
大
野
、
脇
本
、
杉
本
、
役
謀
翁
師
引
率
の
下
に
放
途
に
付
く
、
四
時

祖
師
堂
前
集
合
音
吠
進
一
免
法
・
味
た
獄
吋
し
、
道
中
安
泰
守
祈
り
太
野
山
い
肉
ふ
。

五
時
舟
人
の
一
竿
に
身
命
を
託
す
、
日
阪
に
上
り
れ
れ
ど
も
‘
℃
商
山
腹
の

雲
隠
光
ら
受
げ
て
黄
紫
4

暗
号

L
彩
串
山
崎
材
に
流
れ
ん
さ
欲
す
、
必
の
山
彼
の
雲

一
冗
亀
年
間
割
居
の
英
雄
信
主
ル
践
に
は
如
何
に
影
ぜ
し
か
舟
単
品
ル
鳴
む
事
数

度
幸
な
る
哉
湖
国
曜
の
鬼
さ
も
な
ら
？
．
八
時
芝
川
着
舟
ル
捨
て
隊
た
整
へ
西

山
本
門
寺
じ
重
る
。
件
付
品
す
は
L
A
川
け
桜
中
前
般
の
建
立
自
代
上
人
の
開
基
、
一
ニ
堂
具

足
も
悲
哉
租
帥
堂
の
み
現
存
す
‘
寂
案
一
れ
れ
る
老
形
骸
・
い
う
わ
ト
‘
今
昔
の
感
円
い

打
わ
れ
れ
涜
沸
去
る
に
忍
び
ざ
り
き
。
其
れ
よ
り
十
五
町
に

L
て
弘
法
山
三
押
印

寺
に
至
る
、
時
に
十
一
日
階
、
山
主
の
御
厚
意
に
依
り
香
茶
ル
頂
戴
し
山
奥
よ

り
運
搬
苧
し
竹
皮
色
合
叩
関
p
＼
炎
熱
加
わ
る
さ
共

ι意
気
盆
＃
盛
な
り
。
正

午
富
士
山
妙
建
寺
参
斧
‘
開
基
は
日
華
上
人
、
南
傑
殿
山
り
建
立
．
老
樹
穆
蒼
さ

ιて
堂
塔
厳
備
す
院
籍
の
背
争
犠
あ
る
司
会
事
別

ιて
身
延
山
一
行
主
聞
く

か
ら
に
は
近
体
聞
に
南
傑
殿
御
夫
婦
の
御
墓
わ
り
さ
開
げ
ど
も
詣
で
？
、
抽
出
慢

さ
L
て
歩
た
進
め
大
石
寺
に
肉
ふ
、
一
時
十
分
着
、
総
門
内
両
側
に
十
三
筒

坊
整
然
列
ル
錫
す
、
宗
門
専
門
道
場
た
右
手
に
見
っ
、
組
師
堂
に
品
会
簿
、
法

味
献
上
す
、
蛍
山
は
大
日
選
挙
山
大
万
守
主
携
す
、
三
堂
粛
然
さ
・
し
て
褒
を

並
べ
宏
批
な
る
伽
藍
は
富
岳
君
臨
割
照
の
妙
ら
得
、
能
く
興
師
4
V

同
年
の
妊
固
た

諮
る
、
御
厚
怠

ι依
り
貨
物
斧
視
を
許
き
る
、
山
主
阿
部
日
正
郎
清
浄
の
大

衆
々
統
・
し
荏
殿
に
関
扉
也
ら
る
「
叉
・
知
一
忠
之
総
値
浮
木
孔
」
情
激
す
る
時

は
語
一
通
ら
ざ
る
か
得
ず
、
只
数
反
の
唱
題
じ
て
献
縞
す
、
一
同
霊
感

ι打
仁

z。
言
無
〈
語
総
〈
文
字
無
L
、
首
山
会
管
制
隣

d
u
Lは
四
時
牛
、
時
に
ゆ
雨
降

り
来
る
．
宗
祖
常
住
不
滅
の
御
涙
か
興
骨
骨
遁
場
影
現
の
御
調
mhh
各
自
の
感

興
奮
外
に
在
り
、
十
有
総
1
・
ド
，
し
て
北
山
本
門
寺
に
至
る
、
常
寺
は
日
法
上

人
開
基
永
仁
六
年
二
月
十
大
白
木
門
一
一
堂
建
立
後
堂
宇
の
興
亡
盛
哀
屡
今
は

庫
裡
及
仮
本
堂
あ
り
、
門
前
に
致
す
捗
の
老
杉
門
内
・
い
一
者
機
樹
め
り
、
皆

興
骨
骨
の
御
手
植
さ
俸
ふ
、
本
堂
十
相
官
語
手
に
興
意
御
茶
昆
所
並
御
廟
Em
身
延
山

温
存
日
澄
よ
人
御
墓
等
あ
り
、
左
手
動
車
丁
に
L
て
玉
樹
山
正
林
寺
あ
り
、
是

れ
項
骨
骨
際
世
の
地

ι・
し
て
御
母
公
妙
常
日
妙
御
妹
乙
御
前
妙
同
四
尼
さ
ま
（
に
御

墓
所
在
り
。
鳴
呼
、
千
載
不
舎
の
人
さ

L
て
詐
さ
れ
ず
、
尖
泣
き
子
泣
き
滅
後

門
F
の
紅
涙
浴
槽
探
り
L
泣
銀
官
官
！
叉
日
実
上
人
腰
世
間
の
石
積
威
の
梨
嚢
須
檀

林
跡
ゐ
り
、
頃
は
孟
安
元
年
の
澄
み
怒
れ
月
の
夜
に
寂
塞
た
唆
っ
て
劇
々
さ

響
く
輿
骨
骨
捕
時
法
鎗
の
御
聾
が
ぴ
れ
さ
止
つ
れ
．
ロ
っ
さ
我
ば
鯖
つ
れ
尊
師
は

毎
年
総
林
曾
の
際
に
棲
樹
の
下
の
石
に
窓
ふ
て
は
正
御
影
－
り
奪
抽
出
た
伏
斧
す

る
身
さ
な
ワ
土
防

E
－い

L
て
遺
骨
骨
の
御
率
一
訓
げ
に
墓
組
門
下
の
生
げ
あ
亀
鑑
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な
り
。
宗
祖
在
世
の
吻
の
三
湾
入
道
内
房
尼
の
事
さ
共
日
潟
・
い
宗
門
三
大
好

範
之
も
昔
一
一
ふ
可

L
。
北
山
よ
り
二
回
皐
午
火
宮
町

ι肉
ふ
暮
色
蒼
然
主
し
て
四

設
か
覆
ひ
老
杉
古
槍
森
h

喝さ

L
て
跡
事
ぴ
見
ゆ
畠
は
浅
間
祉
の
森
・
一
回
附
之

を
目
的
巳
進
む
。
七
時
十
五
分
天
宮
海
松
崎
健

ι投
ず
十
時
傘
睡
眠
、
仙
骨
誕

の
夢
路
や
如
何
に
平
和
な
り
乙
か
＠

二
十
六
日
晴
天
五
時
起
床
六
時
出
品
臣
、
申
日
常
大
社
浅
間
神
社
説
賢
醐
憎
ん
り
岡

公
固
め
り
‘
淡
々

Z
L
て
潰
湧
ず
る
玉
由
来
洞
は
湯
玉
泌
さ
稼
L
・
晶
明
替
徹

富
獄
の
積
雪
溶
げ
て
稔
り
血
判
づ
、
七
時
二
十
五
分
大
宮
騨
震
践
容
端
厳
嵐
輝

千
秋
居
然
紳
洲
の
雄
餓
た
左
手
に
眺
め
っ
‘
八
時
入
山
瀬
に
揖
恒
三
丁
に
し
て

曾
我
4
す
に
亙
る
．
建
久
四
年
岳
麓
の
夜
嵐
篠
つ
〈
雨
じ
矩
火
打
ふ
り
尖
の
仇

を
討
ち
れ
S
骨
H
我
兄
弟
の
墓
め
り
、
茶
よ
り
一
星
学
熱
以
・
ド
至
る
．
持
築
山

本
照
寺
さ
践
し
、
加
島
法
雛
の
霊
跡
仁
り
‘
弘
安
二
年
十
月
秋
の
空
林
た
か

す
め
て
消
ゑ
去
り
し
七
反
め
題
目
、
知
設
修
行
の
行
者
熱
源
紳
阿
部
の
批
惨

さ
純
勇
惨
純
叉
批
絶
其
ら
信
念
集
骨
盤
a

士
銘
日
く
吋
惨
齢
期
法
踊
凶
人
之
弓
批

鰍
法
子
正
集
吐
虹
一
位
削
一
喝
厳
聾
玲
瀧
樹
上
血
川
町
前
向
代
雄
風
疏
芳
千
議
選
烈

光
隆
如
芙
水
例
比
蓮
獄
高
レ
更
に
騒
を
返

ιて
．
可
思
有
絵
岩
本
質
相
ヰ
す
に
至

る
毎
年
の
御
、
迷
惑
日
恐
縮
の
所
へ
山
主
御
自
身
の
綱
案
内
盆
々
恐
縮
す
、
宮

山
は
宗
蔵
相
H

三
災
七
難
の
傍
誠
・
い
墓
、
品
、
、
一
大
凶
家
・
的
論
策
立
正
安
国
論
御

遺
作
の
地

ιし
て
硯
水
の
弁
、
今
に
品
情
泉
キ
湛
ふ
‘
賓
物
Z
，
し
て
民
法
師
作

の
胤
像
、
抹
香
の
租
像
‘
俸
太
平
像
民
吉
田
時
代
大
黒
天
「
安
政
年
間
色
彩
〉
大

日
如
来
像
期
師
米
洗
の
弁
日
法
上
人
働
基
讐
斧
税
茶
菓
頂
戴
、
後
岩
淵
曝
・
ド

肉
ふ
、
十
一
時
三
宇
分
俊
車
、
富
掛
酬
を
後
に
太
平
洋
た
左
手
に
見
つ
h

走
る

零
時
牟
静
岡
着
、
唯
陣
佐
堂
h

て
感
蔵
寺
に
至
凶
7

・
し
は
一
時
．
宮
寺
は
日
本
三
感

怒
寺
の
一
に
乙
て
胸
算
の
開
基
れ
り
・
遁
偽
小
港
誕
生
寺
御
出
張
多
佑
た
窮

む
御
厚
情
に
依
り
中
食
頂
戴
．
A
V

愁
後
浅
間
瀞
泣
か
奔
叡
し
濃
機
公
園
絶
項

に
挙
・
h
愚
民
ゐ
腹
に
浦
L
金
背
中
た
眼
中
に
納
む
、
山
た
降
り
て
大
龍
山
濫

務
寺
に
至
る
、
賞
寺
は
享
誠
年
間
今
川
氏
の
建
立
に
・
し
て
小
規
模
な
れ
ぎ
も

営
字
整
然
と
・
し
て
境
内
の
風
品
目
絶
也
市
な
り
、
永
線
三
年
桶
狭
間
の
露
古
消
h
H

し
義
克
の
墓
あ
り
、
良
松
事
永
寺
に
重
り
L
は
閲
峰
、
一
周
波
装
を
さ
き
て

一
泊
す
、
蛍
山
は
持
写
の
関
創
日
・
し
て
始
め
庵
原
郡
松
野
村

ι在
り

ιた一克

和
一
万
年
日
乾
上
人
養
珠
夫
人
吉
共
に
駿
域
良
位
鎮
護
道
幅
明
言
し
て
今
の
地
に

移
す
、
境
内
臨
風
潮
賓
地
伽
藍
完
然
主
り
。

二
十
七
日
晴
天
四
時
起
床
一
一
同
法
味
や
捧
h

＼
山
主
の
態
篤
な
e
h

御
訓
話

「
修
撃
族
自
引
の
歴
史
的
方
面
の
研
究
芭
共
に
地
方
の
宗
教
情
態
観
察
」
安
倒
般

の
後
方
な
る
養
珠
夫
人
の
御
願
日
参
斧
‘
一
同
族
装
や
整
へ
て
蛍
山
た
齢
d
u

し
は
七
時
敏
丁
巳

L
て
池
田
本
質
寺
戸
至
る
．
常
山
は
背
龍
山
吉
崎
酬
し
中
老

治
部
公
日
位
寧
者
の
開
基
ホ
り
、
山
主
杉
閉
館
正
よ
り
身
延
山
在
薗
学
生
Z
L

て
特
殊
な
る
心
得
等
御
懇
切
な
る
御
霊
示
あ
り
、
香
茶
香
物
日
各
自
舌
鼓
を

打
ち
中
食
芭

L
て
頭
大
の
御
結
び
ゃ
頂
戴
L
嬉
h

喝さ

L
て
来
品
事
す
、
一
塁
「
H

L
て
久
能
山
戸
高
車
る
時
に
十
時
、
山
麓
の
茶
店
に
憩
ふ
、
凡
一
そ
雌
遣
の
地
山

河
多
乙
吉
雄
も
海
洋
の
煙
波
か
受
げ
四
望
か
く
空
澗
な
る
は
な
か
る
べ
乙
＠

疏
石
打
算
的
智
誌
に
富
－
w
L東
照
会
の
好
鑑
賞
讃
に
値
す
可

L
・
二
十
銭
按

の
登
道
千
絵
段
の
石
階
も
身
延
仕
込
め
健
脚
物
の
数
か
わ
、
途
中
貨
物
館
物

見
の
松
勘
助
井
戸
あ
り
枇
殿
は
荘
厳
に
し
て
情
景
神
さ
び
れ
り
、
本
殿
の
後
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方
一
い
一
丈
五
尺
の
豆
石
塔
立
つ
之
れ
墓
擦
な
り
‘
葵
の
認
龍
は
物
質
た
遺
ぜ

り
我
等
が
班
寵
は
民
代
不
滅
の
精
榊
や
這
d
u

り
叉
多
感
な
り
、
山
沿
下
り
て

中
食
の
後
．
兎
に
龍
華
寺
に
肉
ふ
、
於
愛
強
脚
弱
脚
の
二
訴
さ
匁
り
波
程
か
進

む
嶋
題
の
擦
に
博
士
の
夢
た
破
叫
、
設
経
の
撃
に
野
の
人
の
現
た
費
L
告
知

生
の
詩
人
ニ
イ
チ
テ
を
歎
美

c、
議
制
別
家
ρ

イ
ヰ
た
友
芝
、
し
「
彼
れ
に
は
梁

む
町
会
自
然
あ
り
」
さ
天
賦
の
祭
光
に
憧
れ

ι博
士
の
一
蜜
0
・
如
何
に
！
途
中

村
松
海
長
寺
に
詣
で
五
隻
小
舟
に
て
問
時
最
勝
閣
に
至
る
、
御
尚
迎
も
有
難

〈
甘
樗
般
に
て
茶
菓
頂
戴
L
・
－
少
認
後
鈴
木
兵
の
御
案
内
に
て
残
り
な
く
奔

観
、
三
暦
楼
上
の
侍
約
殿
よ
り
は
四
方
の
遠
跳
絶
佳
也

J
抑
さ
ぴ

L
神
代
な

り
ぜ
ぽ
千
烏
さ
も
裁
は
な
ら
ま

L
一
ニ
保
松
原
」
さ
野
の
人
が
一
涼
ぜ
乙
も
げ
に

や
．
羽
衣
の
松
も
此
の
海
塗
の
松
原
中
に
め
り
さ
俸
ふ
れ
ど
も
今
は
英
の
跡

の
み
か
す
か
に
残
れ
り
さ
聞
く
、
英
の
名
も
高
き
関
子
の
浦
、
富
士
も
薩
霊

峠
の
震
に
遮
ら
れ
て
見

ω？
、
只
伊
豆
の
山
々
青
螺
の
如
く
怒
り
て
空
か
剖

り
煙
波
漂
砂
遁
に
御
前
ケ
崎
か
望
む
、
凡
て
の
象
物
限
り
無
く
壮
大
な
り
。

袖
師
の
漬
浦
づ
れ
ひ
じ
叉
小
舟
に
分
乗
’
し
て
清
水
浴
や
経
て
セ
時
四
十
分
江

況
鰐
よ
け
卒
中
の
人
さ
な
る
、
八
時
奥
津
下
車
耀
海
寺
様
の
絢
厚
志

ιて
亀

嶋
槌
に
投
？
十
時
法
制
床
。

二
十
八
日
五
時
起
床
、
浮
袋
有
り
一
同
地
問
を
整
へ
清
見
寺
に
至
る
、
呼
文

有
叶
吋
幕
末
の
傑
士
榎
本
武
揚
日
寸
会
人
之
食
者
死
人
之
事
L

さ

咽
山
n
F

菅
等
墓
瓶
門
下
主

L
て
山
一
品
川
い
酔
生
夢
死
す
ぺ
げ
ん
や
、
古
の
済
見
ケ

閥
は
此
の
寺
の
誌
に
在
叶
ツ
き
之
、
共
の
昔
維
肢
の
・
少
将
が
水
烏
の
弱
音
・
立
つ

足
も
な
き
十
高
騎
轡
そ
る
へ
て
こ
の
闘
越
ね
，
し
も
、
思
へ
ぼ
V

れ
か
し
。

降
を
放
て
ば
駿
河
湾
は
蒼
活

Z
L
て
伊
一
星
の
峯
轡
煙
震
の
中
円
い
あ
り
、
薩
垂

峠
に
遮
ら
れ
し
富
獄
は
わ
づ
か
に
英
の
頂
た
見
す
．
白
帆
駄
綴
売
鴎
低
く
飛

ぶ
長
汀
曲
浦
の
眺
め
得
も
一
去
は
れ
ず
、
二
、
江
山
の
美
ル
蓋
す
さ
二
る
松
韻

湾
整
不
断
の
禁
忌
奏
す
る
慮
『
美
2

し
き
か
な
山
mv
水
や
憎
み
な
く
、
そ
ね
み

な
く
俄
り
な
く
衰
へ
な
b

し
」
さ
博
士
の
憧
れ
L
も
げ
に
や
、
、
．
吉
川
H
Pな
り

一
同
室
d
u

ね
名
残
k
nし
み
つ
‘
耀
潟
寺

ι向
ふ
、
山
主
御
不
在
さ
て
御
院
代

の
御
丁
重
な
る
御
挨
拶
あ
り
、
此
庭
よ
り
八
木
問
、
浮
蓮
寺
に
至
る
、
恩
師
亀

口
龍
謙
邸
の
仰
健
腸
か
祝

L
・
少
慈
後
掬
山
路
に
入
る
三
塁
に
し
て
十
一
時
小

河
内
蓮
華
寺
着
、
時
に
天
候
給
険
悪
さ
な
り
雨
駄
同
二
一
帽
鋒
に
零
つ
二
問
中

食
た
喫
L
寓
襟
に
肉
ふ
一
時
半
出
ハ
原
に
至
る
一
天
楼
縫
Z
B
し
て
豪
雨
涼
々
一

行
の
困
難
一
疋
ふ
ば
か
り
な

L
四
時
高
調
停
に
至
り
稲
井
屋
に
投
？
八
時
着
床
。

二
十
九
日
七
時
起
床
、
常
地
は
往
昔
元
政
利
上
一
泊
の
地

ι
Lて
吉
岡
某

殿
我
等
一
行
の
銭
に
さ
て
利
上
御
遺
量
一
幅
た
斧
見
ず
、
昨
日
の
洪
雨
何
慮

に
去
り
L
か
此
の
日
叉
快
晴
「
い
し
て
．
東
た
謹
め
ば
蓮
峯
畳
轡
の
背
後
ぷ
八

柔
の
秀
盟
事
碧
落
ル
摩
L
て
銘
仙
甲
、
星
計
に

L
て
一
路
士
に
至
る
、
休
憩
ご
十
分

十
二
時
南
部
妙
浄
寺
着
、
篤
信
者
木
内
敬
一
一
一
郎
氏
の
御
厚
志
に
依
り
て
中
食

か
頂
戴
す
、
山
主
よ
り
も
御
菓
子
の
御
職
走
に
な
り
ご
時
俊
足
す
、
大
野
山

に
至
リ
L
は
五
時
、
校
蹴
倒
制
時
切
さ

ιて
満
山
に
響
与
柏
崎
同
伍
粛
々
さ
・
し
て
山
門

に
着
刊
了
し
ロ
ム
ハ
時
一
行
熱
誠
な
毛
、
．
料
品
水
を
捧
げ
奉
る
、
嘘
叫
紙
一
行
隊
は
無
事

な
り
き
、
宗
祖
の
暖
き
御
懐
に
穆
数
御
膝
一
苅
に
蹄
れ
り
本
地
の
風
光
長
へ
に

は
な
る
北
の
霊
域
に
我
等
は
叉
怠
義
め
る
生
活
た
績
〈
る
で
あ
ら
う
、
暮
色

蒼
然
ホ
る
中
に
一
回
同
散
隊
す
。
〈
川
口
、
太
関
爾
生
艶
〉
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